
循環注水冷却スケジュール（1/2）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2020/4/30現在

22 29 5 12 19 26 3 10 17 下 上 中 下 前 後

4月 5月

原
子
炉
関
連

現
場
作
業

　
（実　績）

　　・【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入
　　　- 連続窒素封入へ移行（2013/9/9～）（継続）

　
（予　定）

備　考7月

現
場
作
業

6月

（実　績）

　　・【1号】PCVガス管理システムダストサンプリング
　　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止  A系：2020/4/6

　　・【１号】PCVガス管理システム 計装品点検手入工事
　 　　　・水素モニタ停止　　A系 ： 2020/4/21
　　　　 ・水素モニタ停止　　B系 ： 2020/4/23

　　・【１号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　 　　　・水素モニタ停止　　A系 ： 2020/4/22

　   ・【２号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　 　　　・水素モニタ停止　　A系 ： 2020/4/17

（予　定）

　　・【１号】１号機PCV内部調査アクセスルート構築作業（AWJ）
　　　　・PCV減圧：2020/4/14～5/31

　　・【１号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　 　　　・水素モニタ停止　　B系 ： 2020/5/18

　　・【２号】PCVガス管理システム計装品点検手入工事
　 　　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2020/5/18
　 　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2020/5/19

　　・【３号】PCVガス管理システム計装品点検手入工事
　 　　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2020/5/20
　 　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2020/5/21

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

窒素充填

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

PCVガス管理

括
　
り

海水腐食及び
塩分除去対策

作業内容

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

（実　績）
　・CST窒素注入による注水溶存酸素低減（継続）
　・ヒドラジン注入中（2013/8/29～）

循環注水冷却

3月分
野
名

現
場
作
業

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

（実　績）
　・【共通】循環注水冷却中（継続）

（予　定）
　　・【3号】CST炉注水ポンプ（Ａ）メカニカルシール交換
　　　　・ＣＳＴ炉注水ポンプ（Ａ）停止：2020/5/11～5/15循

環
注
水
冷
却

【１，２，３号】原子炉圧力容器 原子炉格納容器 窒素封入中

【１，２，３号】継続運転中

ヒドラジン注入中

CST窒素注入による注水溶存酸素低減

【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入

【１，２，３号】循環注水冷却（滞留水の再利用）

略語の意味
CS：炉心スプレイ
CST：復水貯蔵タンク
PCV：原子炉格納容器
SFP：使用済燃料プール

原子炉・格納容器内の崩壊熱評価、温度、水素濃度に応じて、また、
作業等に必要な条件に合わせて、原子炉注水流量の調整を実施

【１号】水素モニタＡ停止

【1号】水素・希ガスモニタA停止

【１号】水素モニタB停止

【１号】水素モニタＡ停止

【2号】希ガスモニタＡ停止

【3号】希ガスモニタＡ停止

【１号】水素モニタＢ停止

【１号】PCV減圧

【2号】希ガスモニタＢ停止

【3号】希ガスモニタＢ停止

【２号】水素モニタＡ停止

追加

【３号】CST炉注水ポンプ（Ａ）停止

最新工程反映
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循環注水冷却スケジュール（2/2）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2020/4/30現在

22 29 5 12 19 26 3 10 17 下 上 中 下 前 後

4月 5月 備　考7月6月括
　
り

作業内容 3月分
野
名

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
関
連

（実　績）
　・【共通】プール水質管理中（継続） 検

討
・
設
計
・
現
場
作
業

海水腐食及び
塩分除去対策
（使用済燃料プール
　薬注＆塩分除去）

使用済燃料プール
循環冷却

現
場
作
業

（実　績）

　・【共通】循環冷却中（継続）

　

現
場
作
業

（実　績）
　・【共通】使用済燃料プールへの非常時注水手段として
　　　　　　コンクリートポンプ車等の現場配備（継続）

使用済燃料プール
への注水冷却

【１，２，３号】循環冷却中

【１，２，３号】蒸発量に応じて、内部注水を実施

【１，３号】コンクリートポンプ車等の現場配備

【１，２，３，４号】ヒドラジン等注入による防食

【１，２，３，４号】プール水質管理
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秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社

窒素ガス分離装置（Ｂ）
指⽰不良に伴う運転上の制限逸脱及び復帰について

東京電⼒ホールディングス株式会社

2020年4⽉30⽇



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社

１．事象概要

1

 4⽉24⽇、窒素ガス分離装置の運転をＢ／ＣからＡ／Ｃへ切替を実施したところ、停⽌した窒素
ガス分離装置Ｂについて、免震棟集中監視室の監視画⾯において③出⼝流量の指⽰値が減少しな
いことを確認した。その後の調査において、現場操作盤で警報(4⽉21⽇2:14発報)が発⽣してい
ることを当直員が確認。また、その他の関連パラメータを確認したところ、4⽉21⽇以降、窒素
ガス分離装置Ｂの①窒素濃度及び③出⼝流量の指⽰値に通常の変動がなく⼀定となっていること
を確認した。

 当直⻑は、上記のことから、実施計画で要求される事項（「封⼊する窒素の濃度が99％以上であ
ることを毎⽇１回確認する」）を⾏うことができていなかったとし、4⽉24⽇13:40に「運転上
の制限逸脱」を判断した。

 なお、窒素ガス分離装置Ｂの窒素供給の停⽌を現場の③出⼝流量の指⽰値(0Nm3/h)で確認、ま
たＡ／Ｃ運転時のパラメータ（窒素濃度，出⼝流量等）に異常がないことを確認し、当直⻑は「
運転上の制限逸脱からの復帰」を同時刻13:40に判断した。

 4⽉21⽇以降、PCV内の⽔素濃度等の監視パラメータに異常は確認されていない。

窒素ガス分離装置A

共
⽤
ヘ
ッ
ダ
Ａ
，Ｂ

窒素ガス分離装置B

窒素ガス分離装置C

1号機RPV

2号機RPV

3号機RPV

④FI

⑤FI

⑥FI

集中監視室

③FI②PI①窒素濃度

①窒素濃度（酸素濃度の指⽰から算出）
②窒素ガス分離装置出⼝圧⼒
③窒素ガス分離装置出⼝流量
④1号機RPV窒素封⼊流量
⑤2号機RPV窒素封⼊流量
⑥3号機RPV窒素封⼊流量



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社
2

 警報発⽣（現場盤警報履歴にて確認）
4⽉21⽇ 2:14 窒素ガス分離装置Ｂの現場操作盤に警報が発⽣

警報名「FX3U－4AD電源異常」＊２４V電源が正常に供給されていない場合に発報
→ 免震棟集中監視室には発報されない

 運転パラメータ
4⽉21⽇ 2:14以降、窒素ガス分離装置Bの窒素濃度及び出⼝流量の指⽰値に通

常の変動がなく⼀定となっている。

２．警報発⽣と運転パラメータ

指⽰値（窒素濃度，出⼝流量）に変動がなく，⼀定で推移

4/21 02:14
現場制御盤警報発⽣
▼

4/21 6:00 4/23 0:004/19 12:004/17 18:00 4/24 18:00

▼

◀99.96％

◀100.00％

4/24 10:51
装置停⽌

72.00Nm3/h▶

36.00Nm3/h▶

0.530MPa▶



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社
3

 現場調査の結果、窒素ガス分離装置Ｂ本体のパッケージ内部に⿊⾊の粉が広範囲に⾶散し
堆積していることを確認。装置内の流路を構成する配管・機器の継⼿部に漏えい痕跡がな
かったことから，サイレンサからの排気と同時に外部に流出したものと考えられる。

異常が確認された機器
（FX3U-4AD）

窒素ガス分離装置B
コンテナ外観

窒素ガス分離装置B
パッケージ内

窒素ガス分離装置B
パッケージ外裏⾯

⿊⾊の粉盤内に堆積

コンテナ内に全体的に
⿊⾊の粉が⾶散

３．窒素ガス分離装置Bの状況

サイレンサ

吸着槽
（活性炭）



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社
4

 ⿊⾊の粉の⾶散の原因は，装置内の活性炭槽または吸着槽に充填していた活性炭が、細
粒化され，サイレンサから排気された可能性があると考えられる。

 ⾶散した活性炭が，パッケージ内部に設置しているコントローラに流⼊し、コントロー
ラが故障したことで，「電源異常」の発報に⾄った可能性がある。※
※その他の要因も含めて今後詳細に調査を⾏う予定

４．事象の推定原因

異常が確認された機器
（FX3U-4AD）

本体より排気された
活性炭が堆積



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社
5

５．今後の対応

今後の対応

運転
監視

運転継続中の窒素ガス分離装置Ａ／Ｃについて、以下のとおり監視強化を実施（4⽉24⽇より実
施中）
（１）現場運転状況確認

・現場巡視点検を１回以上／⽇にて実施
・運転状態、現場盤での警報発⽣の有無および、装置本体内部の異常の有無を確認

（２）免震棟集中監視室パラメータ確認
・運転状況のパラメータのトレンドグラフを監視装置に常時表⽰し確認を実施
・運転状況の傾向変化についても確認
（表⽰させるトレンドグラフは、指⽰値の変動が確認できるように表⽰スパンを拡⼤化）
確認対象パラメータは、窒素封⼊圧⼒、窒素封⼊流量、窒素ガス発⽣装置出⼝流量および窒
素/酸素濃度

設備

窒素ガス分離装置B 構外に搬出し，損傷原因の調査及び点検を⾏う予定。なお，復旧について
は、設備の状態を確認したうえで検討。

窒素ガス分離装置A

B号機と同⼀製品であり，同様な事象が発⽣する可能性も否定出来ないこ
とから，応急対策を検討中（サイレンサの排気⼝の屋外化等）。
また、運転中のA号機に異常は確認されていないが，C号機のみでも1〜３
号機の窒素封⼊量の⼗分な確保が可能であり、安定的に窒素供給できるこ
とから待機号機とする。
※Ｃ号機が停⽌した場合、速やかにＡ号機を起動する。PCV内の⽔素濃度の制限に到達
するまで時間的余裕があり、PCVへの窒素封⼊機能に影響はない。

監視警報 現場警報が免震棟集中監視室に発報されなかったことについては、免震棟
集中監視室でも検知できるように⾒直しを検討中。



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社

【参考１】「運転上の制限逸脱からの復帰」時の運転パラメータ

6

 運転パラメータ
4⽉24⽇ 13:40 窒素ガス分離装置Ａ／Ｃの窒素濃度及び１〜３号機の窒素封

⼊量の指⽰値に異常がないことを確認。

4/24 12:00 4/24 18:004/24 6:004/24 0:00 4/25 0:00

※0.000％▶

33.0Nm3/h▶

0.56MPa▶

◀33.00Nm3/h

40.0Nm3/h▶

20.0Nm3/h▶

◀30.00Nm3/h

◀40.00Nm3/h

◀0.530MPa

◀100.00％

（C号機）

（C号機）

（C号機）

（A号機）

（A号機）（A号機）

A号機C号機

BC→AC切替完了
▼10:51

運転上の制限逸脱を宣⾔
▼13:40

BC→AC切替開始
9:52▼

※100％から酸素濃度の指
⽰を差し引いた値を窒素濃
度として監視している



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社

【参考２】窒素封⼊設備 概要⼀覧

7

設備名称 容量
Nm3/h

電源

窒素ガス分離装置（A） 100 外部電源
D/G窒素ガス分離装置（B） 100

窒素ガス分離装置（C） 120 外部電源

⾮常⽤窒素ガス分離装置 500 D/G

系統全体として現在の総封⼊量は，約６６Nm3/hである。
各々の窒素ガス分離装置は，現在の総封⼊量以上の容量があり，1台運転での系統維持が可能である。

系統 現在の封⼊量（Nm3/h） 必要な窒素封⼊量（Nm3/h）

1号機 約35 2.1

2号機 約14 2.7

3号機 約17 2.7

合計 約66 7.4


